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1.緒 論

著者 は 前 報1)に 於 て,家 畜屠 殺 場 の 内臓 殊

に 胆嚢 及 び 膀 胱 を乾 燥 す る 土壌 よ り, cholic

 Acidを 含 む 合成 培 地 に 良 く発 育 を 示 し,而

もcholic acid-oxidizing Organismと し て一

桿 菌 を分 離 して 実験 を行 つ た.本 編 で は,該

分 離 菌 の生 物学 的 性状 を検 討 し,細 菌学 分 類

上如 何 な る菌 群 に 属 す るか を 決 定 せ ん と して,

 Bergey2)の 成 書 に従 つ て本 研 究 を 行 つ た ので

その大 要 を 報 告 す る.

2.実 験 材 料 及 び方 法

実験 に用 い た 菌 の 分離 に は,家 畜 屠 殺 場附

属 の屠 殺 家畜 類 の 内臓 殊 に 胆 嚢 及 び膀 胱 を 乾

燥 す る干場 の一 隅 の土 壌 を 採 取 して行 つ た.

即 ち 予 め準 備 した 合 成 培 地3)(cholic acid

 2.0g. K2CO3 0.6g.(NH4)2 SO42.0g.

 K2HPO4 1.0g. MgSO4・7H2O 0.5g. FeCl3・

6H2O. 0.01g, dis・Water 1.000ml)に 採 取

した土 壤 を 少 量宛 投 じ, 37℃ 孵 竈 中に 牧 め,

培養 を行 い一 定 時 期 に と り出 し,前 記 合 成 培

地 に 寒 天 を添 加 した 固 形培 地 に塗 布 して,多

数 の集 落 中 よ り本 菌 の純 培 養 を行 い,普 通 寒

天斜 面 に培 養 保 存,以 後 の実 験 には 原 株 と し

て使 用 した.

3.実 験 成 績

1)形 態 及 び一 般 性 状.

合 成 培 地 を 用 い て分 離 し,先 に 実 験 に供 し

た 本 菌 は,グ ラム染 色 陰性 で,運 動 性 を 有 し

て い て,(鞭 毛 染 色 に よ り周 毛 性 の鞭 毛)を 証

明 し得 る.そ の 形態 は一 般 に 寒 天 培 養 若 くは,

 Bouillon培 養 に於 て も,差 異 は 尠 く,短 桿 菌

で 細 長,両 端 は 鈍 円 型 で あ る.

芽 胞,莢 膜 は な い.普 通 染 色 に て も,

 Neisser染 色 を行 つ て も顆 粒 若 くは両 端濃 染 等

の 傾 向 は認 め られ な い.分 離 当 時 よ りの培 養

に 於 け る形 態 と大 き な差 異 は 見 られ な い.

普 通 寒 天 培養 後 室温 に 放 置 す る も約30日 間

は 生 存 す る.耐 熱 度 に就 て も60℃5～10分

の加 熱 に よ り死 滅 す る.諸 種 の動 物 の 血 液 に

対 す る溶 血 性 は 見 られ ず, Gelatine, Loffler

培 地等 に於 ては 蛋 白 質 凝 固作 用 は 陰 性 で 培 養

後 長 時 間 に於 て も液 化作 用 は認 め られ な い.

北 里, Salkowski法 に よ るIndol反 応 は 陰 性

を 示 し,鉛 糖 紙 法 に よ るBouillon培 養 で は,

 H2Sの 産 生 は な い.

リ トマ ス 牛乳 に 於 ては 凝 固 を 起 さず 消 化 作

用 は な く,ア ル カ リに移 行 後 酸 性 とな るの が

見 られ る. Glucose加 高 層 培 地 で は 穿 刺 線 に

沿 い一 様 に 発 育 を 呈 す る通 性 嫌 気 性 の状 態 を

示 した.カ タ ラー ゼ反 応 は 陰性 で あつ た.そ

の 性状 を表 示 す れ ば 第 一 表 の如 くで あ る.

(第 一 表)

2)培 養性状.

本菌は普通寒天培地に良く発育し, 24時間

培養によりて直径0.5～2mmの 露滴状透明又

は半透明であつて円形に隆起し,一 種の光輝

ある梢々乾燥性の集落を形成す る.軽 度の螢

光性を帯びるも粘稠性は見られない.

普通Bouillonに 於ては24時 間培養で旺盛
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第1表　 分離菌の形態及び一般性状

な 発 育を 営 み,強 く溷濁 し多量 の 沈 澱 物 を認

め る.液 面 に 薄 い 菌膜 を形 成 す る.

Gelatine培 地 で は22℃ 孵 竈 内 に於 て は 稍

々 発 育が 遅 延 す るが, 3～5日 に して 極 め て

不 整 形に して 周 辺 不正 の集 落を 形 成 す る.液

化 性 は認 め な い.

血 液,血 清,腹 水 等 の添 加 に よ り発 育 は 良

好 とな る のが 認 め られ た.

合 成培 地 上 に 於 け る発 育状 態 を 見 るに,大

略 不 正楕 円形 に して,直 径0.2～0.5mmの

集 落 を形 成 し,発 育 は 比 較 的 良好 で あ る.

(第 二 表)

3)含 水 炭 素 分解 作 用　 基 礎 培 地 と して1%

 pepton水 に 標 示 薬 と してB. T. B.を 用 い,各

種 炭 水化 物 を1%に 添 加 して 滅 菌 した もの に,

分 離 菌 を 培養 し,特 にGlucose及 びLactose

に 就 て はpH測 定 器 に てpHの 移 動 を 検 し

第2表　 分離菌の培養性状

平板表面の集落

合成培地平板表面の集落

ゼ ラ チン平 板

液 体 培 地(ブ イ ヨ ン)

た.其 の結 果Glucoseに は 分解 して 酸 の形 成

が 見 られ,培 養10日 に 於 け るpHは, 6.15

を 示 す に至 るが, Lactoseは10日 に 於 て も酸
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第3表　 Glucose及 びLactse加Pepton水 に 於 け るpHの 移 動

第4表　 含水炭素分解試験

の形成はなくpHは アルカリ域に移行する.

(第三表)

其他の含水炭素を含有したpepton水 では,

良く菌の発育は見 られるに拘らず,等 しく分

解作用はないことが認められた.(第 四表)

4)マ ウスに対する病原性

本菌の食塩水浮游液を経口及び腹腔内に投

与若 くは接種を行つて見たが,本 菌によりて

の感染及び発症例は一例も認められなかつた.

4.総 括及び考按

合成培地を用いて分離した一桿菌の形態,

培 養 及 び 一 般 性状 に就 て実 験 を行 い所 見 を得

た.

本 菌 の 生物 学 的 性 状 に 於 て は,グ ラ ム染 色

陰性 の短 桿 菌 に して,形 態 は 桿 状 を な し,糖

分 解 作 用 は, Glucoseの み分 解 して 酸 を 形 成

す るが,他 の糖 類 は分 解 しな い し, Gelatine

液化 性 は 見 られ な い点 よ り考 え れ ば, Pseudo

monadaceaeを 想 起 せ しめ る が,色 素 形 成 能

を 欠 ぎ,寧 ろEnterobacteriacaeに 於 け る

Glucose分 解 能 の な い群 に 相 似 した 性状 を 有

してい る こ とが 指 摘 され るの で あ る.

本 菌 が病 原性 を欠 ぐ とは 云 い な が ら,多 く

の動 物 に寄 生 して,多 少 の病 原 性 を発 揮 す る

もの と も考 え られ るが,マ ウス の感 染 実 験 で

は そ の 病 原 性 を証 明 出来 なか つ た.

5.結 論

分 離 した本 菌 の生 物学 的 性 状 よ り考 察 して

大 略Enterobacteriaceaeに 属 す る細 菌 で あ る

と推 測 され た.

Enterobacteriaceaeに 属 す るErwinia rha

ponticiと 同 一 の 菌 と断 定 す る こ とは 容 易 に

出来 な い が,そ の性 状 は 極 め て類 似 して い る

こ とが 指 摘 され た.
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Microbiological Degradation of Bile Acids

XV. Identification of a soil Bacterium isolated from a slaughter-yard.

By

Takao Fujii

(From the Departments of Biochemistry and Bacteriology, Okayama University 
Medical School, Okayama)

A Gram-negative bacterium which was isolated from the soil of a slaughter-yard and was 

able to degrade cholic acid has been identified to be quite similar to Erwinia rhapontici.
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藤 井 論 文 附 図

附 図1.

ブ イ ヨ ン(24時 間)

Bouillon培 地

附 図2.

Bouillon培 地(24時 間)

平 板(2日)

平 板

Bouillon培 地(28時 間)

Bouillon培 地(28時 間)

附 図1.顕 微 鏡 写 真 倍 率900倍.附 図2.電 子顕 微 鏡写 真 倍 率5000倍


